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r1舌動的な仕事」としてのおもちゃ作りと
幼児の「反省的思考」
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1.研究の目的と方法
(1) 研究目的
いわゆる受験戦争は幼児教育の世界にまで影をおとし，
多くの視を，そしてがJい子どもたちを不安にかりたてて
いる。今日われわれは，5歳の子どもが合わせて4つの
勢やけいこごとに通っていると聞いても，それほど驚か
なくなってしまった。
しかし，そのようなせっかちな早期教育，すなわち読
み:;!fき鮮の機械的な教え込みや，技術主義のけいこごと
は，はたして盟ましい成果をあげているであろうか。む
しろ，.m位性や向立性を抑え，創造性の芽を摘み，精神
的緊張を生み出してはいないだろうか。
しかし一方では，幼児期は遊びが最も大事であるとい
うたてまえの下に(それ自体は全く正しいのであろうが)，
大人からの積縄的な働きかけの努力を怠って平然として
いるものもある。子どもの遊びは大人からの放任を前提
とするとでもいうのであろうか。
これら 2つの立場はいずれも，学習と遊び，そして指
導と子どもの自由とを二元的にとらえている点で共通し
ている。本研究は，デュ イー (Dewey，].， 1859-1952)の
active occupations (活動的な仕事)の理論にもとづい
て，学習と遊び，そして指導と自由をむしろ統一する経
験として必もちゃ作りという活動を組織し，その教育的
芯.O!について実証的に考察することを目的としている。
つまり以下の2点から，「活動的な仕事」としての幼児の
おもちゃ作りについて検討するのがこの小論のねらいで
ある。
① おもちゃ作りにおける幼児の「反省的思考Jの可能性
4， 5放の子どもにとって，デュ イー のいう「反省的
思.J&-J を働かせながらのおもちゃ作りがどの程度可能で
あるか。(おもちゃ作りは，感情を解放し，手先の巧級住，
社会性，自主性のいずれをもよく発達させる，換言すれ
ば.幼児の全面的発達を促すと考えられる。しかし今回
の報告では，これらの諸側面については必要最少限にし
か言及しない。)
② 「反省的思考」を育てるための指導方法
「反省的思考」を働かせながらのおもちゃ作りを可能
にするために，指導者としての大人はいかなる働きかけ
をするのがよいか。
(2)研究方法
以上のように「活動的な仕事」としてのおもちゃ作り
の可能性を確かめ.効果的な指導方法を探るために，智
子守は私立M幼稚園の協力を得て幼児教室を開設し，その
小に，4， 5歳児卜数名のおもちゃ作りグループを組織
した。活動は週 l図(90分)，指導者は筆者の他に学生等
が 2~ 5 名である。今回は特にM (5歳男児)に関する
記録(観祭記録，写真，VTR)をもとに，上記の目棟
を追究する こと にしたい。
2. r活動的な仕事」としてのおもちゃ作り
(1) r活動的な仕事J とは何か
デュ イーは， シカゴ大学に附属実験学校を創設するに
あたって次のように書いている。
すべての教育の究極の問題は，心理学的要因と社会
学的要閃を調和的に働かせることである。心理学的要
因は，それタれの個人が彼のすべての個人的能力を自
由に使用すること，従って彼が彼自身の傍造の法則に
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考慮、を払われつつ研究されることを要求する。社会学
的要因は，個人は彼の住む社会的君主境の中のすべての
重要な関係について熟知するようになること，つまり，
これらの諸関係を自分自身の活動に関係づけるように
訓練されることを要求する。従って(この両製因の)
調和は，子どもが自分自身を，しかも社会的な諸目的
を実現するような仕方で表現することを要求する。川
「個人的能力を自由に使用することJ.あるいは，「自
分自身を表現すること」とは，社会的本能，構成本能，
探究本能，表現本能を存分に働かせて積極的に，すなわ
ち活動的に行為することである。「社会の重要な関係を熟
知するJ とりうのは，社会が自らを維持するのに必要な
生活上の諸条件の中の基本的なものに習熟することであ
る。従って，問要因の調和は， 子どもが活動的・ 自己表
現的に，社会生活における基本的な(または典型的な)
活動に取り組むこと・によって達成される。
この基本的な活動として取りあげられる題材は，衣生
活の中核としての織物 ・編物・裁縫，食生活の中核とし
ての料理.そして住生活の中核としての木工 ・金工など
の作業である。これらの基本的な社会的作業に，子ども
が活動的 ・自己表現的に取り組むと き，その活動が 「活
動的な仕事」と呼ばれるのである。肌「活動的な仕事」は
単なる手先の訓練でもなげれば，ましてやいわゆる正課
の疲れをいやすためのものでもない。それは， 子どもの
ために準備される教育的経験の最も基本的なものであっ
て，より間後的・抽象的な教育内容は，これを中心(あ
るいは出発点)にして組織されることになる。
デューイは，こうした積極的な意義をもっ「活動的な
仕事」が真に教育的であるためには，すなわち 「子ども
の経験内容が不断に再情成される」ためには，次の 4つ
の条件が満たされねばならぬと強調する。{叫
① 子どもが興味をもってその活動に取組むこと。機械
的習慣や大人からの強制によって行動するのではなし
自発的 ・積極的に従事するのでなければならない。しか
もその興味は単なる一時的な「興奮的興味」ではなく ，
思考を含んだ永続的なものでなければならないJ学校と
社会1の中の表現を借りれば，「経験の実際的側面と知的
側面との釣合いをたもつ}'lことが重要であって，いかに
手や体を使って積筏的に行動したとしても，子ども自身
の知的反省(reflextion)が伴わなければ，その作業はr活
動的な仕事」とは言えない。
② その仕事自体に内実的価値があり，そのことが子ど
もにも感じ取られていること。「活動的な仕事」は，社会
的生活の基礎的な題材を代表するものであって，それ自
i 
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身の価値のゆえに実行されるのである。何か別のものの
手段として行われるのではない。
③新しい領域への興味やより抽象的な知識への渇望を
生み出すこと。人類の科学の諸成果が，基本的な社会的
活動(作業)から生まれてきたように，教育的経験とし
ての「活動的な仕事」から，いわゆる教科で教えられる
ような知識や技術が発展してくるようにしなければなら
ない。逆に言えば，「活動的な仕事」は，諸教科を補完す
るものではなしむしろ諸教科の統合(相関)の中心な
のである。
④ したがって.r活動的な仕事」は，かなりの時間をか
けて連続的に発展させられねばならない。断片的に行わ
れるのではなし前後の脈絡をもって深められる必要が
ある。そうでなりれば，「諸教科の統合の中心」となるこ
とはできないであろう。
(2) r反省的経験J としての「活動的な仕事J
すでに述べたように思考を含まない「活動的な仕事」
は，本来の意味における教育的な経験とは言えない。い
かに手や体を使って作業をしたところで，そこで思考す
なわち知的探究が行われなかったら，その作業は，一時
の衝動的な行為や，機械的な習慣， あるいは大人や教師
の強制または巧妙な操作によってすすめられる主体性の
ない行為にすぎない。テ・ユーイの学習論はしばしば「為
すことによって学ぶJ Oearning by doing)の名で呼ば
れるが，この「為すこと」も「活動的な仕事」に従事す
るこ とを意味するのであって，単に実際的場面において
実物に即し，感覚器官や手先を働かせて学習が行われた
としても，それだけでは，つまり，そこに子どもなりの
主体的な探究や実験がないなら，「為すことによって学ぶ」
とは言えないのである。
ではデューイにとって思考とほ何か。『民主主義と教育』
の中のこ とばを借りれば，それは，「われわれが為さんと
試みるものと，その結果起きるものとの関係を明祭する
こと」問，あるいは，「われわれの活動とその結果との特殊
な関係を見出そうと意図的に努カすること}引である。気
まぐれな行動や機械的習慣においては，こうした思考(ま
たは反省，反省的思考.reflection， reflective think ing) 
は行われないから，行為(手段)とその帰結との聞の新
しい関係は生まれず，従って，経験に新しい意味が加え
られることはない。デューイにとって教育とは，「経験の
窓味を深めるために行われる，経験の不断の再構成もし
くは再組織」川である。教育的経験とは，思考によって意
味を増大させられ，それによってそれ自体が質的に再俗
成されるような経験である。 言い換えると，「思考は教育
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的経験の方法である。」山そして知性というのは.思考する
習慣のことである。つまり知的に行動するということは，
経験の意味を精加 (深化)させるように行動すること，
すなわち，ある帰結(つまり目標)を見通し，その帰結
(目標)に到達するように手段を意図的に統制すること
である。こうした意図的な努力，換言すれば反省的経験
には 5つの局面またはステップが見られる。削
①問題の感知 (senseof problem) 
米だ十分にその性質の判然としない問題場面において
感じる困惑や混乱や疑惑
②状況の観察 (observationof conditions) 
問題場面の諸要紫の観察と解釈
③解決策の形成 (formation of a suggested 
conclusion) 
問題を解決するための諸方策の検討から生まれた仮説
の成立
④解決策の合理的推敵 (rationalelaboration of a 
suggested conclusion) 
選ばれた仮説を検証する前に行われるその仮説の精布、
化
⑤実際的な実験的検証 (activeexperimental testing) 
行動による，仮説の正しさの検討
デューイのいう反省的経験はこうした 5つの局面をも
つが，それはいわゆる試行錯誤的経験とは全く'ft質のも
のというわけではない。両者の違いはこれらの作用の有
無にあるのではない。途いはむしろそれらの局面の範囲
と精密、さの程度の差(特に第3と第4の局面の)とによ
って生じる。したがってまた，乳幼児の思考と大人の思
考との聞に質的な差があるというわけでもない。乳児が
ローソクの火に手を触れて熱さと痛みを感じ，炎につい
てなにがしかの知織を得るのと，科学者が実験室で炎に
関する実験をするのとは，原理的に何ら変わらない。た
しかに幼児は上記の5つの局面を必ずしも意識している
とはいえない。その点では，幼児の経験は直銭的であり，
大人や科学者のそれに較べれば非反省的であると言える
かも知れない。しかし，全く非反省的である，つまり，
単なる感覚的・筋肉運動的なものだと考えるのは誤りで
あろう。むしろし 5歳児の行為の中にも，上記の意味
での反省の芽生えが見られるからである。問題は，子ど
もの経験ないし思考がどの程度反省的であるかである。
(3) r活動的な仕事」としての幼児のおもちゃ作りの
指導上の基本方針
以上のようタ「活動的な仕事J の理念をふまえ，災践
上の諸条件(幼児の年令と数，スタッフの数と経験や能
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カ.時間的 ・空間的制約その他)を考慮に入れ，また 1
年あまりのF術的研究を参考にして，おもちゃ作りグル
ープの抱導における基本方針がいわば仮説として次のよ
うに鐙理された。
① 作られるおもちゃの性質
ア，子どもが r自分も作って，それで遊びたいJ と感
じるもの。
イ，作る過程において，不可避的な，かつ適度に難し
い「問題」あるいは「問題場面Jがあらわれて子ど
もが知恵を働かせざるをえなくなるもの。
ウ，なるべく日常生活で見つけられる材料を使うもの。
(あきかん，あきばこなどの廃品)
エ，それ自体が子どもの感情的解放を促すと考えられ
るもの(鉄砲，大きな家，水遊びの道具など)。
オ，子どもの感情的解放を促すと思われる作業(切る，
i'fIJる，たたく，打ち込む， ほじくる，ねじ曲げる等)
を合ともの。日制
②指導者のかかわり方
ア，各国毎に{乍るおもちゃを決め，かんたんな見本を
作っておく。ただし子どもたちは別のものを作って
もよいし，何も作らなくてもよい。
イ，)1，餓，しっt，からかいのことば等はもとより，
誘導，指示，説得などもできるだけ避ける。
ウ，fどもの発怨，操作，進行状況，作品の仕上り等
を白定的に評価する。
エ，r直接的な励まし」よりも「能動的な聞き方J(active 
listening)を多用する。
オ，大人用の道具を用いる(紙とのりを使って小さな
ものを作るのではなく，なるべく，のこぎり，かな
づち，1;1リ出しナイフなどを使って大きなものを作る。)
カ，親に対して，以上の方針を理解させ，家庭でも問
機の態度をとるように啓蒙する。
3.ある幼児のパチンコ作りと反省的思考
(1)観察の視点
Mは満4歳3か月のときに，上に述べられたような方
針にそって行われたおもちゃ作りにはじめて参加した男
児である。やや小柄でおとなしく，戸をあげて笑うこと
の少ないチであった。積極的にみんなの先頭に立って行
動することは全くなかったし，初めて切出しナイフを使
うときは後ずさりして，なかなか手に取ろうとはしなか
った。また他の子から一人離れて黙々と仕事を続けるが，
問題にぶつかり困惑すると，大人から働きかけられるの
を待つことが多かった。ハサミなどを使うのはどちらか
-284ー 児 2置
写真 l 写真2
というと上手な方である。 概して， 他の子よりも特別に
発達面ですすんでいるわ付ではなしごく平均的なレベ
ルの子である。
以下に紹介するのは，それから l年8か月後，この子
が5歳1か月のときのパチンコ作りの様子である。
この日は見本を準備せず，自由製作とした。「いよいよ
幼児教室も最後に近づいたから，これからは，今まで作
ったものの中でー香おもしろかったものや，何ぺんでも
作りたいものを作ってもらおうかなJ と言われると.M
はすぐに 「パチンコや ノー」と叫ぶ。これは，幅24cm.
jfJ-さ 1. 5αnのラワン板を40~6Ocmの長さに切り ， まわりに
幅3cm程度のベニヤ板を打ちつけて枠をつくり，表面に
釘をたくさん打ってビー玉をころがして遊ぶものである。
竹やびんのふたで受け皿を作ったり，細長い箱を利用し
てトンネルにしたりもする。大へん人気のあるおもちゃ
である。 Mは2週(3時間)かかってこのパチンコを作
り上げたが，注目すべき ことに，この間大人から全く手
伝ってもらっていない。指導者としての筆者は，ときお
り先にのぺたような肯定的評価を表わすことばをかけた
り，「能動的な聞き方」をしたりしているだりである。以
下.Mがこのパチンコ作りの過程でぶつかった主な「問
題場面J (problem situation)と，それに対する対処の仕
方(問題解決)を，順を追って紹介する。
Mの横でパチンコを作っていたKは，年令はMとほぼ
同じであるが.1年遅れてこのグループに入ってきた。
家も近しいつもいっしょに遊んでいる。そういう時は
だいたいKの方が積極的で.MはKに従っていることが
多い。しかしこの幼児教室に来ている聞はKもMに一目
おき.Mにさりげなく助けを求めたり.Mの作業を盗み
見したりしながら作っている。
またMは，この約l年前にも同じパチンコを作ってい
る。そこでMとKの経験の差と.Mの1年間の成長とに
注目しながらMの行動を追うこ とにする。
(4 ) 
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(2) Mのパチンコ作りと 「問題」への取り組み
① 180cmの板から必要な長さに切りとる。
Mは，やはりパチンコを作るという Iといっしょに180
cmの長さの板を l枚出して来て，両端からそれぞれ必要
な長さに切り始める。しかし，もう少し長いのを作りた
くなり，しばし手をとめる。 そこへ遅れてKが入室し，
やはりパチンコを作ると言う。 Mは自分の切り始めた部
分をKにゆずり，向分は IとKの中間に，大きなノマチン
コができるように見当をつけてのこぎりを入れる(写真
1)。
この場面には.Mの1年間のおもちゃ作りにおける成
長がよく現われている。 1年前のMは，他の子が製作を
始めてからも長い間見本のパチンコで遊び，それからよ
うやく大人の誘いに乗って道異と材料を取りに行ってい
る。また，たった 1人で180cmの長い板から自分の分(約
4Ocm)を切り取ろうとする。今回は遅れてきて困ってい
るKに，自分の切りかけていたところを譲り，改めて I
とKの真ん中で大きな板が取れるように切り始める。 l
枚の板から十分に3人分取れることを見通している。 K
は自分だけで180cmの新しい板を使おうとするが.Mは「も
ったいない」と言う。
このとき筆者は，何ら指示も暗示も・行っていない。た
だ，「おっ.3人で切ってるんか，なるほど」といったよ
うな，彼らの工夫や行動に対して共感的関心を示すこと
ばをかけているだけである。
前に述べたように， このグループの幼児に対しては，
カウンセリングや親業訓練で多用される「能動的な聞き
方J (active listening)を応用している。これは，相手の
訴えを共感的に受けとめ，そのことばを反趨して確認し
てやる技法であるが，このように幼児が自分たちだけで
作業を進めているとき，または. 1人黙々と作業を進め
ているときに，その作業なり行為なりをことばで確認し
てやり，こちらからの関心を表現してやるのもそのパリ
級(兵): r治動的な仕事」としてのおもちゃ作りと幼児の「反省的思考」 -2沼5-
エーションの l っと考えてよ ~' o このようなことばかけ
は，やみくもに「がんばれ」といってせき立てる直後的
な励ましよりも，幼児の努力を持続させるのに効果があ
ることが明らかになった。
②外枠を打ちつりたら釘が横に出てしまう。
切りとったラワン板に，幅 3cmのベニヤ板を打ちつけ
て外枠を作る。まっすぐ釘を打つつもりであったが，斜
めになり，繊(パチンコの背面)に出てしまう(写真2)。
すぐにかなづちで押し戻そうとする。うまくいかない。
ペンチを取りに行き，苦労して引き抜く。打ち直すと，
うまく入る。
2枚目の外枠を打ちつけ終り，何気なく Kの様チを見
ると，釘がはみ出している。ハッとして自分のを見直す。
打った釘がすべて出てしまっている。ペンチで依くのは
時間がかかる。しばらくじっと釘をにらみつける。それ
から粘着テープを取りに行き，出た釘のよに鮎りつけて
いく(写真3)。指でなでてみる。痛くないのを確かめて
ニコッとする。
1年前のMは，こうした場面で釘が出るたびにペンチ
て・抜いたり，かなづちで直したりしたので疲れてしまい，
1[，(後は釘が出たままにしておく。 今年初めて参加LたK
の場合は，釘が十分に入り込む前に曲がってしまい，し
かも，曲がったまま打ちつげてしまうので，十分にベニ
ヤ仮がラワン板にくっつかないところがある。また， M
の釘のように外に出ているところもあるが，問題として
受けとめていない。 Mの方が現われてくる問題場而に対
して敏感である。
(一般に，よく考える子というのは問題に対して敏感な
子である。)
今回のMは，出てきた問題についてじっくり考え，問
題の本質を見抜いている。つまり釘が外に出て困るのは，
外枠がはずれそうだからではない(薄いベニヤ板だから，
少々釘が出てもきちんとくっついて離れ住い)。見栄えが
よくないからでもない(裏側へ出たのだから表からは見
えない)。問題の本質は，釘が出ているとひっかかって痛
いし，目症が破れるということである。だからそれを防ぐ
ことができればよいのである。粘着テープを貼りつけた
あと指先でなでてみるという行為が，Mが問題の本質を
よく促えていることを示している。また彼はペンチで抜
いてから打ちi立すという方法を真っ先に考えついたであ
ろうが，その.n法は時聞がかかり，26・カが安ることを!ど‘
い出した。(そのと き彼は，何としても隣のKやIよりも
早〈仕上げたかった。)生じてきた「問題」の本質につい
ての適切な観祭がすばらしい解決策を生み出したのであ
る。
( 5 ) 
写真4
この時筆者は，「そんな外枠なんか，せんでもよかった
らいいのにねJと声をかけてみた。「ビー玉が外へ出てし
まう」という返答は，Mが今年は外枠の必要性を正しく
認識していたことを示している。
③外枠が長すぎる。
外枠として打ちつけたベニヤ板がし 2cm長すぎるの
で，のこ ぎりで切り縮める。隣のKの外枠が 1cmほど短
いのを見て，自分は少し長めに見当をつけてから調整し
ているように思われる。 M自身も 1年前には短くなり，
足りない部分は粘，i:Jテープを貼ってふさいでいる。 4，
5歳児は，ある長さに見当をつけて切り取ると，少し短
かすぎることが多いようである。 Mは，自分自身やKの
失敗から学んで，意図的に少し長めにしているように見
うぜられる。
「あ，短かくしているの?Jといったことばを し 2 
度かける。
④ ハネ車に穴をあげたい。
外枠をつけ.ビー玉の通るところに釘を打つ，それか
ら1.5cm角のラワン俸を約4仰の長さに切り，中央に穴を
あけて釘をとおし，パチンコの前面にとりつける。ビー
玉があたるとくるくる回るTむを作るのだ。以前にスタッ
フの大人が作ったのを見て興味をもったのである。切り
取ったラ ワンの角材に錐で穴をあけよ うとするが，なか
なかあけられなし当。手が痛くなる。手をとめてしばらく
放心，それからニコッとしてかなづちで錐の顕をたた く
(写真4)0 K に「見とけよ /J と言う。角材は 2 つに~，IiIJ
れてしまう。粘着テープではり合わせて，もう一度錐で
穴をあけようとするがうまくいかない。しかたなくもう
一度やり直し，錐で穴をあけて取りつける。しかし，で
きた車と本体の問にストローを入れて取りつけていない
ので，回りにくいが，そのことに気がつかないまま次の
作業に移る。
錐で穴をあけるのは幼児にとってかなりつらい仕事で
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写真5. 写真6
ある。両手で押しさげながら回転させるという原理その
ものは，幼児でも比較的早く理解する。しかし，腕の力
が伴わないのである。(HiJ年度のMは，独力ではこのハネ
車を作っていない;)KはMの失敗を目悠するとハネ車を
諦め別の作業に移る。それに対してMは，割れたハネ司王
を粘着テープでくっつりようとする。 KとMの忌も大き
な違いである。 Mの方が，失敗という結果を気持の余裕
をもって受けとめ，それに対処しようとする態度を身に
つけ始めている。 Kは失敗が予怨されると，その時点で
別の事物へ逃避する傾向がある。失敗を恐れないかどう
か，また失敗を受容できるかどうかが，幼児の反省的思
考の態度の発達の指標となると思われる。筆者の観察で
は，教育熱心で潔癖な母親をもっ幼児ほど失敗をおそれ，
失敗するとカンシャクをおこしたり，やる気をなくした
りする。日頃から失敗する権利を認めてやることが，自
主的な思考の態度を育てるよで重要である。
⑤竹製の受け皿が割れてしまう。
竹を使って，ビー玉を受けるmを作る。竹を輪切りに
して，それを半分に割るのであるが，Mは， Kの真似を
して長さ10cmの竹に切出しナイフをあて，かなづちでた
たいて切ろうとする(写真 5)。切れない。つぎに縦にナ
イフをあててかなづちでたたく。いい音がして半分に割
れる(写真 6)。長すぎるので短くするために， 再びナイ
フを横向きにあてかなづちでたたく。 2つに(もとの%
に)割れてしまう(写真 7)。笑い出す。割れた竹を本体
にあててみて，ビー玉がのるには小さすぎるのをたしか
める。 Kと2人でやり直す(写真8)。長さ 3cmくらいの
輪切りにして，r今度はうまくいくわ，なっ，きっと /J
と言いながら半分に苦手jる。本体にポンドで取りつける。
l年前のパチンコ作りでMは，大人に竹を押さえても
らって苦労して輪切りにしたのち，ナイフで2つに割る
ことを覚えた。そこで，先に受け皿にとりかかっていた
、・.，ユ ←一一
旦王 子J
写真7. 写真8
(6 ) 
Kがのこぎりでなかなか切れないでいるのを見て，ナイ
フで割る方法を思い出したのであろう。(前年度はパチン
コのあと，竹を割って作るおもちゃが続いた。竹がナイ
フで縦に割れるということは，多くの幼児にとってかな
り強く印象に残ることのようである。)竹を般に削ろうと
しても割れないので，縦に割ってみる。成功するとKに
見せて自慢する。しかしこの時点では，まだ竹は績には
割lれないことは分っていないから，再びナイフを償向き
にあて， その結果せっかく半分に割れていたものが，そ
のまた半分に割れてしまう。しかし，ここでこの子の思
考態度のすばら しい商が2つ現われてくる。
その lつは，先に述べた「失敗の受け入れ」という態
度である。彼は落胆したり，かんしゃ くを起したりする
どころか，何と rアノ、ハノ、」と声をあげて笑い出したの
だ。もう lつは，iWJれてしまった竹を念のために本体に
合わせてみて，ビー 玉を受けるのには本当に小さすぎる
かどうか確かめてみたのである。
こうしたMの態度を助けたのは，大人の側からの「能
動的な聞き方J と「肯定的評俗J とである。まず前者に
属するものと しては，次のようなことばがかけられた。
け刊すをI貨にiWJろうとするのを見て，
「おっ，ナイフで翻るのか。」
付)竹を横に割るのを締めて縦に置きかえたとき，
「ああ，今度は縦に翻ってみるんだね。」
(ウ)縦に割れて喜んで「割れたあ!Jというのを受けて，
「ほんとや，!lJれたなあ。」
与畑く割れて「失敗や!Jと笑うのを見て，
「ええ一一つf 失敗したって ?J
(オ)細く割れた竹をパチンコに取りつけて見て，rあかん，
小さすぎる」と言うのを聞いて，
「ウーン，あかんか一。小さすぎるか一一。」
「肯定的評価」というのは，子どもの仕事ぶりや作品の
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写真9 写真 10
のできばえを，良い阪から見てやり，それを表現してや
ることである。 2.3 実例を挙げてみよう。(t.~n は背定
的li平価.(否)は，その反対の否定的評価である。c肯)rもう半分はL."r¥." *ったねoJ
(否)rまだ半分のこってるよ。」c信)rま?附あるかI?がんばったらできますよγ
(否)rもう15分しかないから，がんばらないとできま
せんより
この竹を割る場面では，細かく割れてしまったときに，
(r績におjろうとしたから失敗したね」とは言わずに).
「縦に割ったときは成功したのになあ」ということばが
かけられている。
子どもの自発性を噂mし余計な口出しをしないという
ことと，全く無言で見守るということとは同じではない。
子どもの行動にいつもこのように共感的関心をもち，そ
れを表わす心のこもったことばをかけてやることが，子
どもが問題場面から逃避せずに，これに立ち向かう態度
を身につけていく上で必要なのである。
⑥ ハネ車が回らない。
筆者が1.5cmの角俸で、十字形のハネ車を作って，パチン
コを作っている子らにプレゼントする。 Mはさっそく取
りつけるために中心部に錐で穴をあける。苦労するが今
度はかなづちは使わない。釘を通して指で持ち，ぐるぐ
る回るのを確かめる。本体に打ちつける。ストローを入
れるのを忘れたので回らなし当。正座してスタッフの作っ
たパチンコをじーっと見つめる(写真9)0 1， 2分後，
ストローに気づき，車と本体の聞にはめてから再び取り
つけようとする。ストローが長すぎて届かない。切り絡
めて打ち直す。よく回る。@のハネ車にもストローをつ
けて取りつけ直し，回るかどうか確かめる(写真10)。き
げんよく何度もビー玉をころがして遊ぶ(写真1)。
ハネ車が回らなかったとき.Mは正座して見本をしば
(7 ) 
写真 11.
らく注視する。 l年前のこの子は，失敗すると他のこと
へと逃避しがちであった。(大人に助けを求めることも少
なかった。)問題にぶつかったり，せっかくの試みがうま
くいかなかったりしても逃避しなくなったということは，
このチの知的態度の成長のしるしである。ストローが長
すぎたときも，また見本をのぞき込みぬ歌まじりで，し
かし慎lfIに切り縮めてから，よく回るのを確かめる。中
断していた簡単な方のハネ市ーも前し，それからKの仕事
を手伝う。
作品の完成が近づくにつれて，つまり活動の終結(目
標の達成)が近くに見通せるようになるにつれて，製作
中の子どものきげんがよ くなり，ことば数がふえてくる。
「活動的な仕事」としての他の活動，例えば料理づくり
などの場合にも見られることであるが，問題点と目襟と
がはっきりとイメージできるかどうかで，幼児の自主的
態度はおおいに巡ってくる。そのためにも指導者は，お
もちゃ作りのプロセスにおいて現われてくる問題が単純
明快に感じとられ，ある行動(手段)とその結果につい
ての洞察が得やすいように，適宜ことばをかけてやる必
要がある。もっともそれは指示的なものや誘導的なもの
であってはならない。むしろ 「能動的な聞き方」や「肯
定的評価」の方がかえって効果をあげることが少なくな
い。OlJえば，竹を横に割ろうとしたときに「竹は横に割
れるのかな ?Jというのは誘導的であり，一時的に活動
は順調に進んでも，反省的思考の悠皮を育てるという長
期的な教育目棟の達成にとっては，かえって筈となるだ
ろう。しかし， r縦に割ったときは成功したのになあ」と
いわれたときMは，竹の縦と横に改めて注意を向け，竹
の縦と績は巡うかも知れないと考え始めたのである。幼
児は幼児なりに自分で考えようとする。 催者のおもちゃ
作りのグループでは，誘導の誘惑からのがれられないス
タッフは，いつの問にか幼児から敬遠されている。「自分
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で考えたj，r教えてもらわなかった」という実感が大切
なのである。
それに関連して重要なのは， 子どもの自主性を尊重す
るというお題目を唱えるあまり，子どもを手痛い失敗を
したまま帰宅させるのは好ましくない，という ことである。
失敗し落胆して帰っていったとき(そういうとき来完成
の作品を放棄することが多い)と，最後に少々手を貸し
てもらっても仕上げたときとでは，次の回への意欲に大
きな差が出る。(とくに情緒的な問題のある子の場合。)
完成の喜び，達成感も，自主的思考の態度の育成には欠
かせないのである。 指示や手助けを控えるあまり，放任
や傍観に陥つてはならない。
4. 結 .，. 百周
以上，Mのパチンコ作りにおいて現われた「問題場面」
に対するMの対応の仕方を， 1年前のM自身のそれと比
較しながら，そして経験の浅いKのそれと比べながら考
察してきた。現段階ではなお究明すべき点も少なくない
が，一応次のように竪理しておきたい。
(1) おもちゃ作りにおける幼児の「反省的思考」の可能性
5裁の幼児であっても，「活動的な仕事」としてのおも
ちゃ作りのつみ重ねを通じて，デューイの意味における
「反省的思考」の態度は豊かに芽ばえ得る。もちろんあ
る目標(帰結)へ向りて手段(行動)を意図的に，そし
て綿密に統御するという能力を望むことはできない。と
くに，いくつかの仮説(アイディア)の中から 1つを選
び取り，さらにその仮説を一層精密にするという局面は，
その芽生えさえ余り見られない。ほとんどの場合は， 1 
つの，すなわち最初の仮説の形成から直ちにその検証に
すすむ。そういう意味では，幼児の思考は試行錯誤的思
考の性格を残している。
しかしながら，彼ら幼児は，おもちゃ作りという仕事
の中で，「反省的思考」の能力の発達に必要な「態度」を
しだいに身につけていった。つまり，「問題」に対する敏
感さ，「問題Jから逃避しないでこれを見つめる態度(適
切な思いつき，または仮説の形成にと って極めて重要)，
そして失敗を気持の余裕をもって受け入れたり，失敗か
どうかをじっくり再確認したりする態度などである。た
だし，こうした態度の育成には，少くとも次の点に特に
留意する必要がある。
(2) 幼児のおもちゃ作りの指導のあり方
① おもちやそのものの魅力
子どもの生活の中心は遊びである。おもちゃは遊びの
童ー ?
道具である。だから，目標となるおもちゃが幼児にとっ
て魅力のあるものならば，人為的な指導法は不要である。
デューイの教育論では，子どもを直接的に指導し成長さ
せるのは活動そのものであって教師ではない，と考えら
れている。 幼児のおもちゃ作りにおいても，幼児を自主
的に活動させ，幼児なりに真剣に考えさせるのは，おも
ちやそのものの魅力であり，それを作る過程において現
われてくる不可避的な「問題」なのである。(ある 4歳児
は，幅24叩の板を切るのに70分かかったが，「パチンコ作
るんや!jと伝後までがんばり通した。)
② 「問題」の性質
おもちゃ作りのプロセスで幼児の前に現われる諸問題
は，次のような性質のものでなくてはならない。
(7)感覚的に感じとられる。
(イ)単純である。
(ウ)適度にむずかしい。
同取り組みがいがあると見通される。
また，現われる問題のすべてに子どもだりで取り組ま
せなければならぬと考えるのは，非現実的である。おも
ちゃによっては 2， 3の主な問題にのみ取り組ませ，あ
との問題についてはヒントや解決策を与えてもよいであ
ろう。
③ 激励の方法
子どもを激励するには，直接的な励ましよりも，むし
ろ「能動的な聞き方」と「肯定的評価」の技法の方が効
果があがる。
また，成功の喜びゃ達成感が幼児の 「やる気」を育て
る上で重要である。場合によっては，深刻な挫折感を避
けるために，手助けも必要である。
④ 感情の解放
無意識的な不安や緊張のある子は，刃物や糊(接着剤)
などを避け，無理な姿勢で製作する。こういう子は大胆
な発想、をすることが少なしまた失敗を恐れ，「問題」か
ら逃避する。(昭和57年度のク勺レープには，こういう傾向
の子が3人あるが，いずれも日ごろ親からひどい体罰を
加えられている。)おもちゃ作りによる「反省的思、考」の
態度の育成には，情緒的解放が必要条件である。そのた
めにも，のびのびした自由な雰囲気を作ることと，親へ
の啓蒙とが大切である。
⑤ 日常生活とのかかわり
おもちゃ作りが，週 l回だけ大学の幼児教室で行なわ
れる，いわば狙立した経験であってはならない。幼児が
家庭でもすすんで製作する態度を伸ばすためには，特別
な材料や道具ではなくて，日常生活で容易に手に入る材
料や道具を用いて，しかも紙と糊で作るちゃちなものと
(8 ) 
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は違って本格的なおもちゃを作る経験を与える必要があ
る。そのためには，指導者自身が空きかんや空き箱など
の廃材を利用し，工夫しながらおもちゃを作り出す能力
(あるいは少くとも，それに対する興味や喜び)を持つ
ようにすべきである。それと同時に，こう したおもちゃ
作りの教育的意義について，親に啓蒙することも忘れて
はならなし、
わが国は，おそらくアメリカに次いでデューイ研究の
さかんな閣であろう。しかしながら，わが国のデューイ
研究者はほとんど例外なしデューイが実験的試みを通
して自己の理論を構築したことに目をっぷり，彼の著作
の解釈のみに精力を注いできた。{川
本研究は，こうした日本のデューイ研究の実態，すな
わち実証的研究の欠落に対する不満から生まれたもので
ある。しかし現段階ではおもちゃ作りだけに限っても，
なお題材の選択や指導のあり方についての原則をさぐり
出したにとどまっている。今後こうした原則の一層精密
な検討と，その他の諸活動との関連等についての考察と
をすすめる必要がある。
? ?
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(7) ibid.; p.90 
(8) ibid.; p.l92 
(9) ibid.; p.l63-178 
(10) デューイは 『経験と教育jの中で次のように言う。
r永続的価値のある唯一の自由は知性の自由である。
言いかえれば，内実的価値をもっ目的の遂行のために
行われる観察と判断の自由である。私の考えでは，自
由についての最も広くゆきわたっている誤りは，自由
を，運動の自由と，あるいは活動の外面的または肉体
的側面の自由と同一視することである。」
(Experience and Educalion， 1938， Collier Books 
Edition， 1963， p.61) 
デューイの説をそのまま容認するとしても，実際に
現実の，しかも幼い子どもを扱う場合，彼らの情緒的
側面の自由を無視したのでは，所期の教育的目標を達
成することができない。情緒的解放が不十分では，自
由な「反省的思考J の態度が育ちにくいのである。し
かし一方，反省的思考を過して得られる成功の喜びゃ
自信が，情緒的解放を促進することも事実のようであ
る。
(1) 昭和57年度の日本デューイ学会の大会のシンポジ
ウムでは，「デューイと幼児教育」がテー?として掲げ
られたが，デューイの理論にもとづく実験的研究は何
ひとつ紹介されなかった。過去の個人発表でも，こう
した研究は l編も公けにされていない。日本のデュー
イ研究の致命的欠陥というべきであろう。
(昭和57年11月9日受理)
(9 ) 
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Summary 
From the results of an experimental workshop with preschool children， itcould be c1aimed that toy making as 
an active occupation in John Dewey's sense can be very effective in fostering the attitude of reflective thinking 
among young children， ifthe following points are carefully taken into account. 
(1) The toys to be made should be those which children wish to make and play with. 
(2) The children should face those 'problems' which are sensuOus， simple， moderately difficult and worth 
being attacked. 
(3) The children should be encouraged by 'active listening' and 'positive evaluation' rather than direct 
encouragement. 
(4) The children should bεemotionally free (from unconscious fears). 
(5) Toy making should occur in children's daily life. Information or technical help should be given to their 
parents. 
(JO) 
